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なぜ人民元に切り替えるのか
中国との取引ではドル送金が審査で止まることが増えている一方、人民元なら1日でサプライヤーに届
く。取引相手の通貨で直接決済すれば、余計な一手——ドルを経由する両替——がなくなり、そこで生
じていた為替の目減りも消える。

80%+

2025年、中国との取引高の80%超が自国通貨建てで決済され、その大半を人民元が占めた。中国
側は変動幅の大きさから相手国通貨には慎重で、共通分母となったのがまさにCNYだ。

CNY直接決済のメリット：

なくなる余計な一手
二重両替は為替も時間も食う。

CNYかCNHか
人民元には2種類ある。中国本土内はオンショア（CNY）、本土外はオフショア（CNH）。中国国内の口
座への入金はCNYとして着金し、国境をまたいでもレートは変わらない。基準は中国人民銀行が示す。



中国本土への支払いは、どの口座からであれ、輸出入契約があり中国の外貨管理規則を遵守して
いる場合にのみ可能。

契約書はどう変えるか

人民元口座
CNY口座の開設（営業日1〜14日）

多くの銀行では主要口座と同時に自動で開設される。



入金
銀行の取引所レートまたは相対レートで人民元を購入するか、受取代金を充当。

支払いの流れ
規制当局の管理下にある外為取引。

CIPS——中国版SWIFT

米国のコルレス銀行を介さずに動くため、OFACのフィルターは効かない。中国の地方銀行は中
国銀行や工商銀行クラスの国有大手より安定している。「使える」銀行のリストは四半期ごとに変
わる。

いくらかかるか
方式 所要日数 コスト

直接送金＝送金人手数料＋受取銀行手数料（20〜80 CNY）。スプレッドにも注意：売買レートの
差が手数料そのものより「食う」ことがある。



リスクをどう下げるか
支払目的はインボイスと契約書をそっくりそのまま繰り返すこと。曖昧な「for goods」は資金返却のよ
くある原因。支払いが止まる要因は、当事者の制裁ステータス、根拠のない限度額超過、コンプライ
アンス上の疑義。

リスクはこう下げる：

手順の順序
まず契約と口座 → 突き合わせ済みの書類 → 使えるチャネルの選定。順番どおり進めれば、返金
ではなく安定した支払いとコスト削減が得られる。
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